
「法の継受・共通法の形成」に関する文献（順不同） 
 
【邦文論文】 
『北大法学論集』に不定期連載されている国際共同研究「東アジア文化と近代法」（1～15）

所収の諸論文。 
＊この共同研究の成果として北大法学論集に掲載された論文の多くは、北海道大学図

書館のウェブサイト内 http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/ からフルテキスト
閲覧、PDF ダウンロード可になっている。日韓法比較に関する論文がとくに多数含
まれている。 

青木清「韓国の社会と法―韓国人と日本人、似ているのか似ていないのか？」河合隼雄・

加藤雅信編著『人間の心と法』（有斐閣 2003）所収。 

鮎京正訓「『法整備支援』事業の現状と問題点について」早稲田大学比較法研究所編『比較

法研究の新段階―法の継受と移植の理論』（成文堂 2003）所収。 
アルペラン,ジャン＝ルイ（野上博義訳）「1898年から 1945年にかけてのフランスの法律家

の日本民法と法例に関する知識について」西村・児玉編『日本民法典と西欧法伝統』（九

州大学出版会 2000）所収。 
五十嵐清「法系論における東アジア法の位置付け―日本と韓国法を中心に」五十嵐清『現

代比較法学の諸相』（信山社 2002）所収。 
五十嵐清「西欧法文化圏の生成とその特色」五十嵐清『現代比較法学の諸相』（信山社 2002）
所収。 

池田真朗「日本民法典とは何か―ボワソナード民法典から現行民法典へ」比較法史学会編

『救済の秩序と法』（未来社 1997） 
池田恒雄「日本民法典の展開（１）―民法典の改正―前三編」『民法典の百年Ⅰ』（有斐閣

1998）所収。 

石井紫郎「『郡県』と『封建』－中国的カテゴリーと幕藩制」『東西法文化の比較と交流（野

田良之先生古稀記念）』（有斐閣 1983） 
石田眞「戦前の慣行調査が『法整備支援』に問いかけるもの―台湾旧慣調査・満州旧慣調

査・華北農村慣行調査」早稲田大学比較法研究所編『比較法研究の新段階―法の継受

と移植の理論』（成文堂 2003）所収 
石塚迅「『人権』条項新設をめぐる『同床異夢』―中国政府・共産党の政策意図、法学者の

理論的試み」『アジア法研究の新たな地平』（成文堂 2006）所収。 
石部雅亮「穂積陳重と比較法学」滝沢正編集代表『比較法学の課題と展望（大木雅夫先生

古稀記念）』（信山社 2002）所収。 
伊藤博「アメリカの憲法裁判の日本への影響―日米最高裁判所における裁判過程の比較」

大沢秀介・小山剛編著『東アジアにおけるアメリカ憲法―憲法裁判の影響を中心に』（慶

応義塾大学出版会 2006）所収。 



井上達夫「アジア的価値論とリベラル・デモクラシー―欧米中心主義をいかに超えるのか」

『普遍の再生』（岩波書店 2003）所収。 

今井弘道「紛争解決を通しての法形成とその正統性―東アジア法形成論のための準備的考

察」『アジア法研究の新たな地平』（成文堂 2006）所収。 
今井弘道・森際康友・井上達夫『変容するアジアの法と哲学』（有斐閣 1999年） 
  ＊「普遍主義とアジア的価値論―選択か統合か」「アジア法の思想と歴史―儒教世界の

遺産」「アジア法の現代的変容」の３部構成からなる本。 
今西康人「韓国民法典における財産法の特徴―債権総論を中心として」『アジア法文化と国

民国家―固有法と移入法の相克と共生』（関西大学法学研究所研究叢書第 24冊 2002）
所収。 

ヴィーアッカー, F（鈴木禄弥訳）『近世私法史』（創文社） 
 ＊とくに第二部「ドイツにおけるヨーロッパ的法学の継受」 
上柳敏郎「法務の国際化と日本弁護士の変容と課題―外弁法改正や法整備支援の経験から

考える」早稲田大学比較法研究所編『日本法の国際的文脈―西欧・アジアとの連鎖』（成

文堂 2005）所収。 
王雲海「人身自由権と刑事法」土屋英雄編著『中国の人権と法』（明石書店 1998）所収。 
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大久保泰甫「明治日本の『法整備事業』とボワソナード」早稲田大学比較法研究所編『日

本法の国際的文脈―西欧・アジアとの連鎖』（成文堂 2005）所収。 
大村敦志「民法典の展開（１）―民法典の改正―後二編」『民法典の百年Ⅰ』（有斐閣 1998）

所収。 

岡克彦「大韓民国の建国過程における国民確定の問題―『元祖韓国人』の国籍基準をめぐ

って」『アジア法研究の新たな地平』（成文堂 2006）所収。 
岡孝「民法起草とドイツ民法第二草案の影響」法律時報 70巻 7号（1998） 
オプラー,A（内藤頼博監訳）『日本占領と法制改革』（日本評論社 1990） 
  ＊とくに第５章から第 10章 
戒能通弘「G．トイプナーの法の移植に関する議論について」同志社法学 53巻 5号 
香川孝三「日本における明治以降のアジア法研究史」『アジア法研究の新たな地平』（成文

堂 2006）所収。 
勝田有恒「法継受論の展開―日本の『グレーの法文化』の形成」比較法文化 11号（2003） 
勝田有恒「Rezeptionの素描―ドイツ近世（私）法史研究の起点として」法学研究 4号（1962） 
加藤美穂子「東アジア 3 国（中・韓・日）における協議離婚制度―弱者保護の観点から」

Toward Comparative Law in the 21st Century (Chuo University Press 1998)所収。 
加藤雅信「日本民法百年史」加藤雅信編集代表『民法学説百年史』（三省堂 1999）所収。 
神尾真知子「ジェンダー法学とアジア―日本の場合」『アジア法研究の新たな地平』（成文

堂 2006）所収。 



カナーリス, クラウス・ヴィルヘルム（半田吉信訳）「法源の体系の中での『ユニドロワ原

則』と『ヨーロッパ契約法原則』の位置」ユルゲン・バセドウ編（半田他訳）『ヨーロ

ッパ統一契約法への道』（法律文化社 2004）所収。 

金山直樹「与える給付と担保する給付―それから 100 年、もう一つの歴史」西村・児玉編

『日本民法典と西欧法伝統』（九州大学出版会 2000）所収。 
金子由芳「アジア統合構想における法形成の選択肢―正統性と正当性のマトリクス」『アジ

ア法研究の新たな地平』（成文堂 2006）所収。 
河上正二「ローマ法の継受と『日本民法典』」『民法学入門』（日本評論社 2004）所収。 
季衛東「返還後の香港における人権と法」土屋英雄編著『中国の人権と法』（明石書店 1998）
所収。 
季衛東『超近代の法』（ミネルヴァ書房 1999） 
  ＊とくに第 5章「西洋文明の衝撃と法改革」 
季衛東『現代中国の法変動』（日本評論社 2001） 
  ＊とくに第 1部「西欧型近代法の継受」と第３部「法意識の葛藤と変容」。 
季衛東「裁判近代化の逆説と関係的紛争解決―中国の制度変遷に関する事例研究」和田＝

樫村＝阿部編『法社会学の可能性』（法律文化社 2003）所収。 
季衛東「中国法のパラダイムとグローバルな時代における文明間の対話」『アジア法研究の

新たな地平』（成文堂 2006）所収。 
北川善太郎「学説継受―民法学発展の一側面」私法 29号（1967） 
北村一郎「作品としてのフランス民法典」北村一郎編『フランス民法典の 200年』（有斐閣

2006）所収。 
金疇洙「韓国家族法の大改正とその後の動向」Toward Comparative Law in the 21st 

Century (Chuo University Press 1998)所収。 
クニューテル,ロルフ「日本民法典とローマ法」西村・児玉編『日本民法典と西欧法伝統』
（九州大学出版会 2000）所収。 

孝忠延夫「司法積極主義の生成と展開―インドにおける社会活動訴訟を手がかりとして」

『アジア法研究の新たな地平』（成文堂 2006）所収。 
小口彦太「満州国民法典の編纂と我妻栄」池田温・劉俊文編『法律制度（日中文化交流史

叢書２）』（大修館書店 1997）所収。 
國分典子「韓国憲法裁判制度の変遷とアメリカ式違憲審査制」大沢秀介・小山剛編著『東

アジアにおけるアメリカ憲法―憲法裁判の影響を中心に』（慶応義塾大学出版会 2006）

所収。 

國分典子「韓国初期憲法思想における民主主義の理念―社会民主主義と民族主義の接合」

『アジア法研究の新たな地平』（成文堂 2006）所収。 
児玉寛「第三者のためにする契約の判定基準―その西欧法伝統と来栖説の評価」西村・児

玉編『日本民法典と西欧法伝統』（九州大学出版会 2000）所収。 



小森田秋夫「欧州憲法条約はどう語られたか―ポーランドの場合」羽場久美子他編『ヨー

ロッパの東方拡大』（岩波書店 2006）所収。 

小柳春一郎「民法典の誕生」『民法典の百年Ⅰ』（有斐閣 1998）所収。 

真田芳憲「法族論試論」法学新報 102 巻 11・12 号（1996 年）。 

澤木敬郎「法の継受」『外国法と日本法（岩波講座現代法 14）』（岩波書店 1966）所収。 
滋賀秀三「中国法文化の考察―訴訟のあり方を通じて」『法哲学年報・東西法文化』（1986）
所収。 

島田正郎『清末における近代的法典の編纂』（東洋法制史論集第三）（創文社 1980） 
ジーメス, J.（本間英世訳）『日本国家の近代化とロェスラー』（未来社 1970） 
  ＊とくに第二編第二章「明治憲法に対するロェスラーの寄与」 
ジャマン,クリストフ（大久保泰甫訳）「ボワソナードとその時代」西村・児玉編『日本民法
典と西欧法伝統』（九州大学出版会 2000）所収。 

鈴木敬夫「東アジアにおける死刑廃止論考」『アジア法研究の新たな地平』（成文堂 2006）
所収。 
鈴木賢「中国法の非制度創設的性格」法学セミナー452号（1992）。 
鈴木賢「中国法研究をめぐって」『社会主義法圏研究年報』11号 
鈴木賢「北東アジア法文化圏」比較法研究 60（1998） 
鈴木賢「中国で近代法はなぜ拒絶されるのか―無罪推定原則をめぐって」小川浩三編『複

数の近代』（北海道大学図書刊行会 2000）所収。 
鈴木賢「現代中国法にとっての近代法」『社会体制と法』4号（2003） 
鈴木賢「台湾の法曹制度」広渡清吾編『法曹の比較法社会学』（東京大学出版会 2003）所収。 
鈴木賢「〔補論〕中国の法曹制度」広渡清吾編『法曹の比較法社会学』（東京大学出版会 2003）
所収。 
鈴木賢「中国法の思考様式―グラデーション的法文化」『アジア法研究の新たな地平』（成

文堂 2006）所収。 
庄司克宏「欧州憲法と東西欧州―EU 統合のパラドックス」羽場久美子他編『ヨーロッパの

東方拡大』（岩波書店 2006）所収。 

高見澤磨「罪観念と制裁―中国におけるもめごとと裁きから」『シリーズ世界史への問い・
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高見澤磨「中国の社会と法」河合隼雄・加藤雅信編著『人間の心と法』（有斐閣 2003）所収。 
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の新たな地平』（成文堂 2006）所収。 
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法の国際的文脈―西欧・アジアとの連鎖』（成文堂 2005）所収。 
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中村民雄「動く多元法秩序としての EU―EU 憲法条約への視座」中村民雄編『EU 研究の新地
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広渡清吾「法の比較についての方法的考察―『比較法社会論』のために」滝沢正編集代表

『比較法学の課題と展望（大木雅夫先生古稀記念）』（信山社 2002）所収。 
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収。 

水野紀子「比較法的に見た現在の日本法―家族法」『民法典の百年Ⅰ』（有斐閣 1998）所収。 
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